
実態調査
◇ 環境中のプラごみ等の調査

・ 相模湾沿岸に漂着したプラごみ等の実態調査

・ 海岸・河川等におけるマイクロプラスチックの

実態調査

◇ プラごみ等の排出調査

・ プラごみ等の産業廃棄物の排出実態調査

かながわプラごみゼロ宣言アクションプログラムの概要環境部資源循環推進課

【背景】
・ プラごみによる海洋汚染問題は、海岸地域だけではなく、内陸部も含めすべての地域における共通の課題である。
・すべての者は自分事としてこの問題に取り組み、将来の世代に良好な自然環境を引き継いでいく必要がある。
【基本方針】
・ 2030年までのできるだけ早期に、リサイクルされない、廃棄されるプラごみゼロを目指し、３つの推進方策を策定する。
・ ３つの推進方策が効果的に進むよう普及啓発を図るとともに、プラごみ等の実態調査を実施する。

＜かながわプラごみゼロ宣言 アクションプログラムの体系＞

３つの推進方策

推進方策を効果的に進めるための取組

１ ワンウェイプラの削減
◇ ワンウェイプラ削減実行委員会の設立

・ 賛同企業等による削減に向けた独自取組

◇ ワンウェイプラ削減フォーラムの開催

・ 優良取組事例の発表、市町村・企業等の連携促進

３ クリーン活動の拡大等

◇ 不法投棄対策の推進

・ ドローンによるスカイパトロール

・ 団体、企業と連携した監視活動

◇ クリーン活動の拡大

・ 行政、市民団体、企業によるクリーン活動

・ クリーンアクティブ・フォーラムの開催

２ プラごみの

再生利用の推進

◇ ペットボトルの３分別による再生利用の推進

・ ３分別の徹底とモデル事業の実施

◇ ペットボトル以外の廃プラスチック類の再生利用の推進

・ 廃棄物自主管理事業による推進

普及啓発
◇ 展示作品による県内各地での巡回展示

◇ プラごみゼロ動画等による普及啓発

・ デジタルサイネージ等で発信

・ ステッカーを車体、事業所に掲示

◇ 環境学習の推進

・ 「プラごみゼロに向けた取組」の出前講座
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